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業であったが，DC の院生も出席し，実態は MC・DC を通じたゼミであった。





　第 2 年度目の 1989 年度（平成 1）は，『正倉院文書目録　二　続修』（東京大学出版会）が続い































本宗教史研究 4，法蔵館，1974 年 4 月）に付されている「天平年間における間写経一覧」という表
（いわゆる薗田目録）であった。












　このような形のゼミは，その後栄原の定年退職後 2 年目の 2012 年度まで約 22 年間にわたって続







こととなった。この研究会の第 1 回目は，2000 年（平成 12）1 月 18 日に行われたが，その時には 
「間写経研究会」という名称であった。この名称は3月末まで用いられていたことが確かめられるが，





























2007 年（平成 19）5 月から「解移牒会」という名称でスタートし，毎月 1 回のペースで現在も継







　栄原は，2010 年 3 月末をもって，大阪市立大学を定年退職したが，その後も特任教授として授









ら，2014 年 4 月から 3 年度目に入っている。現時点では，薗田目録改訂の域を超えて，写経事業
目録として蓄積されつつある。
年 紀 『正倉院文書目録』 『正倉院古文書影印集成』 栄原および栄原ゼミ等
1981 昭和 56 4 大阪市立大学着任
1982 昭和 57
1983 昭和 58 10 皆川ゼミ後期出席
1984 昭和 59 4 皆川ゼミ前期出席
1985 昭和 60
1986 昭和 61
1987 昭和 62 3 正集
1988 昭和 63 3 続修 5 影印 1 正集 1～21 4 栄原ゼミ開始
1989 平成 1 1 影印 3 正集 1～21 裏
1990 平成 2 1 影印 2 9 影印 4
正集 22～45 
正集 22～45 裏
1991 平成 3 4 影印 5 続修 1～25
1992 平成 4 2 影印 7 続修 1～25 裏
1993 平成 5 6 影印 6 続修 26～50
1994 平成 6 5 続修後集 3 影印 8 続修 26～50 裏
1995 平成 7 8 影印 9 続修後集 1～22
1996 平成 8 8 影印 10 続修後集 23～43
1997 平成 9 8 影印 11 続修後集 1～43 裏
1998 平成 10
1999 平成 11 3 続修別集 8 影印 12 続修別集 1～22
2000 平成 12 12 影印 13 続修別集 23～50 1 写経所文書研究会開始
2001 平成 13 8 影印 14 続修別集 1～50 裏
2002 平成 14
2003 平成 15
2004 平成 16 5 塵芥 12 影印 15 塵芥 1～20 4，SOMODA 科研
2005 平成 17 4，SOMODA 科研
2006 平成 18 1 影印 16 塵芥 21～39 4，SOMODA 科研
2007 平成 19 8 影印 17 塵芥 1～39 裏他 3，SOMODA 公表 5 解移牒会開始
2008 平成 20
2009 平成 21
2010 平成 22 3 続々修 1
2011 平成 23
2012 平成 24 4 薗田目録改訂開始






（2014 年 1 月 7 日受付，2014 年 5 月 26 日審査終了）
